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あらまし 現在，TVや新聞，インターネットなどを通して映像やテキストのニュースコンテンツが配信されている．

一般にニュースは時間が経過すると価値が無くなると考えられる．しかし，現在閲覧しているニュースと関係するコ

ンテンツであれば，過去のニュースであっても，同時に閲覧し比較することで，より理解を深めることが可能である．

例えば，オリンピックなど何度も起こる類似のイベントにおける前回のメダル獲得時のニュースなどの場合である．

そこで本研究では，ニュースアーカイブに対し，映像とテキストなど異メディアコンテンツの構成順序をもとに質問

生成を行い，閲覧中のニュースをより理解するために比較ができるニュースコンテンツの検索方式を提案する．
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Abstract Video and text-news content have recently been broadcast on TV, newspapers, and the Internet. Although video

content on out-ofdate news is of little value for viewing, it can be considered to have value by comparing it to related content.

Repeated news should especially be compared, e.g., the Olympic games and international expositions. In that case, the more

understanding might be deepened by comparing it. We propose a method of retrieving comparison content based on the order

of news elements for news archives. It is composed of two parts. The first is analysis of news content that someone is browsing.

The second is the automatic generation of queries for retrieving content on comparison news.
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1. は じ め に

ニュースによる情報伝達は TVや新聞のみならずインターネッ

トにおいても一般的となってきている．近年，映像ニュースはイ

ンターネット上でも FNN-NEWS.COM [3]，TBS News i [19]，日

テレ NEWS24 [15]，ANN NEWS [1]といった各報道局により映

像ニュースサイトが公開されてきている．しかし，映像ニュース

サイトでは映像が公開されている期間は短く，長くても１週間

程度である．また，テキストニュースもインターネット上の各社

のウェブサイト (Sankei Web [17]，MSN Mainichi Interactive [11]

など)で公開されている．これらテキストのニュースサイトで

も，ニュースが公開されている期間は１ヶ月程度であり，期間

が限定されている．これは，一般にニュースは速報性を重視し

ているためであると考えられる．

GoogleNews [4]において，News archive searchというサービ

スが始まり，過去のニュースに対する関心が高まってきている．

しかしながら，このサービスでは単純な検索機能とタイムライ

ンにそって表示する機能という通常のニュース検索と同等の機

能しか備えておらず，ニュースアーカイブを検索する方法とし

て十分とはいえない．



一方，特集番組などの場合，過去のオリンピック競技の映像

と現在の競技の映像を比較しながら映像を構成するということ

も行われている．そのため，ニュースとしての価値が失われた

情報であっても，現在の事柄との関係性を示すことで閲覧する

価値が生じるのではないかと考えられる．そこで本研究では，

現在ユーザが閲覧しているニュースコンテンツに対し，比較す

ることで現在のニュースをより深く理解できるようなニュース

コンテンツの検索ができると便利であると考え，インターネッ

ト上で公開されているニュースコンテンツを収集しアーカイブ

するサイトにおいて，自動的に比較可能なニュースコンテンツ

を検索する手法を提案する．

以下，2 節において研究の概要と関連研究について述べ，3

節ではニュースコンテンツの特性に基づくキーワード抽出方法

について説明し，4節で比較ニュース検索のための質問生成方

法を述べる．5節でプロトタイプについて述べ，最後に 6節で

まとめと今後の課題について述べる．

2. 本研究の概要と関連研究

2. 1 研究の概要

本稿では，ニュースコンテンツのメディアによる構成順序に

基づき，ニュース中で対象となっている物事や，そのニュース

カテゴリの種類を判定し，ユーザが現在閲覧しているニュース

コンテンツと比較することが有効なニュースの検索を行う．

映像ニュースでは，撮影されている対象について述べるとい

う特性から，その構成は，対象物単位であるものと考えられ

る．また，その内容の順序は，短時間で内容を的確に伝えるた

めに時系列的に並びやすく，「発生 (Lead-in)，現状 (Body)，今

後 (Standupper)」という順序で述べられることが多い [25]．一

方，テキストニュースでは，概要に関する詳細，補足というよ

うに，ニュース全体を膨らませていく形で述べるという特性か

ら，その構成は，ニュースの内容全体を単位としたものと考え

られる．また，その順序も一般に，「概要，詳細，補足」という

ように，ニュースを理解するために必要な事象順 (逆ピラミッ

ド型)に述べられることが多い [24]．このような特性に基づき，

ニュースの対象・種類に関して抽出が行えると考えられる．

比較を行うことが有効なニュースは，対象もしくは種類の一

方が同じであり他方が異なるような，ニュース中のいずれかを

軸としているが，異なるニュースであると考えられる．そのた

め，抽出した要素を組み合わせることで比較ニュースを検索す

るための質問を生成することが可能であると考えられる．図 1

は本手法の概念図である．本手法の特徴は以下のとおりである．

ニュースメディアに基づくキーワード重要度算出 ニュースコ

ンテンツは，そのメディアに応じてもっとも適切に情報伝達さ

れるように構成がされていると考えられる．そこでニュースメ

ディアに応じた，キーワード重要度算出を行う．ニュースで述

べられている対象を表すキーワードに関しては，その構成単

位に基づき重要度算出を行い，そのニュースの種類を表すキー

ワードに関しては，その出現順序に基づき重要度算出を行う．

コンテンツ構成グラフに基づく質問生成 コンテンツを構成す

る要素として “対象”，“種類”を考え，コンテンツ自身の構成を
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図 1 比較ニュース検索の概念図

表現するために，対象と種類の対応関係を定義する．対応関係

もメディアによって異なり，キーワードの出現範囲に基づき対

応付けを行う．質問生成は，コンテンツ構成グラフとキーワー

ド重要度を用いて行い，用いるキーワードは，コンテンツ構成

グラフの部分グラフに出現するキーワードである．

比較ニュース検索 比較ニュース検索として “対比質問” によ

る検索と “類比質問” による検索を定義する．対比質問は，対

象を軸として比較が行えるニュース記事を検索する質問であり，

類比質問は，ニュースの種類を軸に比較が行える記事を検索す

る質問である．キーワード重要度とコンテンツ構成グラフによ

り，キーワードを AND,OR,NOTで接続することで比較検索を

可能とする．

このことにより，ユーザはニュースコンテンツを閲覧し比較の

種類を選択するだけで，自動的にニュースをより理解するため

のコンテンツを得ることが可能となる．

2. 2 予 備 実 験

同一のニュースを扱っていたとしても，メディアによってその

表現の手段が異なると考えられる．テキストのニュースであれ

ば，時系列に関係なく読み返すことができるため，論理的に説明

するように構成されていると考えられる．また，映像のニュース

は映像の撮影対象に依存するため，ある対象はある区間に集中

して出現する内容構成になると考えられる．各メディアによる

ニュースの構成のされ方の特性を明確にするために予備実験を

行った．実験に用いた映像ニュースは FNN-NEWS.COM，TBS

News i，ANN NEWS，日テレ NEWS24，テキストニュースは

Sankei Web，MSN毎日インタラクティブ，asahi.com，Yomiuri

Onlineを用いた．FNN-NEWS.COMは Sankei Webに対応する

など，それぞれの記事が対応している考えられ，これらのニュー

スサイトより対応する 14件の記事を選択し，実験を行った．対

応していると考えられるニュース同士を比較しているのは，映

像とテキストのメディアによる違い以外，例えば報道スタンス

の違いなどによる構成の差を可能な限り減らすことができると

考えたためである．手順は以下のとおりである．

1. 映像ニュースの音声テキストより，文（注1）を時系列出現

順に並べ，内容構成についての特徴を考察する．

（注1）：本稿では，主語・述語が含まれているかにかかわり無く，読点で区切ら

れた範囲を文と呼ぶ



世田谷区上祖師谷(かみそしがや)の宮沢みきおさん(当時44)一家4人が自宅で殺害されたのは、2000年12月30日の夜だった。事件からまもなく6年、現場の前の公園で開かれた追悼集会には、住民や警察関係者などおよそ400人が参加し、宮沢さんの父親が成城警察署で行った講演のビデオが上映された。みきおさんの父・良行さんは、講演で「ただあの4人が...うちの宝だったわけです。われわれにとっては、これ以上の宝はなかった。人の幸せを断りもなく奪う犯人は、必ず逮捕され、裁判を受けて、罰を受けるべきだと。ぜひ犯人を捕まえて、罰していただきたい。4人に代わってお願いします」と話した。また、成城署の土田猛署長は、犯行前日に、小田急線成城学園駅近くで、犯人と似た服装の男が目撃されていたことを明らかにし、あらためて情報提供(成城署特別捜査本部: 03-3482-
3829)を呼びかけた。土田署長は「警視庁は、必死の捜査を進めています。われわれのところに(情報について)声をかけていただきたい」と話した。

集会では、みきおさんの父良行さん（７８）が今年１０月、成城署で捜査員を前に一家への思いや事件解決への願いを語った講演の映像が流された。良行さんは「うちには何のお宝もない。ただ４人がうちの宝だった。これ以上の宝はなかった。それがこの事件で奪われてしまった」と癒えない悲しみを吐露。「人の幸せを断りもなく奪う犯人は必ず逮捕され罰を受けるべきだ。４人に代わってお願いします」と訴えていた。土田猛・成城署長は「家族を失った例えようのない悲しみを、特に犯人の家族の方は受け止めてほしい」と呼び掛けた。集会には地域住民約４００人が参加。犠牲になった子供２人と同学年の子供たちが「２人が経験した苦しみを思えばどんな苦しみにも耐えられる」などと追悼文を読み上げた。捜査本部は現在１００人態勢。事件前日、犯人と同じ服装の男を現場から約１．８キロの小田急成城学園前駅近くで見たとの情報も寄せられいるという。情報提供は捜査本部直通電話０３（３４８２）３８２９まで。
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図 2 予備実験：世田谷一家殺害事件追悼集会の例

2. テキストニュースより，文を文書内出現順に並べ，内容

構成についての特徴を考察する．

3. 映像ニュースとテキストニュースの各文の対応関係をつ

け，構成順序に関しての考察を行う．

例として取り上げたニュースを図 2に示す．結果は以下のとお

りである．

映像の内容構成がある対象に関する部分の組み合わせによっ

て成り立っていると判断できたニュースは 11件であった．図 2

では，ニュースのあらまし，被害者家族の話，警察関係者の話

といった部分から成り立っていると判断できる．判断できな

かったニュースは，交通違反のニュースや，架空登録のニュー

スなど，明確に対象がわからないニュースであり，映像も現場

風景のような抽象的な場面で構成されていたものである．

テキストの構成が概要で述べられた内容を中心に，詳細，補

足という単位の部分から成り立っていると判断できたニュース

は 12件であった．図 2では，始めの概要に対し，被害者と警察

のコメントという詳細，それに対する地域住民の対応と警察の

対応という補足から成り立っていると判断できる．映像におけ

る構成では，1箇所であった警察に関する内容が 2個所になっ

ており，映像とテキストの構成基準の差が現れていると考えら

れる．判断できなかったニュースは，交通違反のニュースや，

捜査方針を切り替えたというニュースなど，詳細に述べるため

に書かれたのか，補足的に書かれたのかが不明確であるニュー

スであった．

映像の構成順序とテキストの構成順序が異なるニュースは 14

件であった．その構成の順序の違いの共通点として，映像では

時系列順，テキストではまとめを導く過程の逆順であると考え

た．実際に，映像ニュースで時系列順に述べられていると判断

できたニュースは 10件であり，テキストニュースで，概要の直

後にまとめに当たる内容が述べられていると判断できたニュー

スは 11件であった．図 2の映像側では，「事件の起こり，今回

の追悼式，警察の今後の対応」という時系列順であると判断で

き，テキスト側では「事件解決の想い，追悼式の様子，警察の

情報」という，「事件解決の想い」を導くための情報が，後に出

現しているような順序であると判断できる．

これらのことより，以下のことを確認した．

• 映像ニュースの構成単位は映像内の対象物であり，ある
対象はそのシーンを中心に述べられる．

• テキストニュースの構成単位は概要で述べられた内容で
あり，展開するに従い，ニュース中の対象物が何度も述

べられる．

• 映像ニュースは時系列順に構成されやすく，終わりに近
づくほど今後の展開を述べる

• テキストニュースは結論順に構成されやすく，はじめに
このニュースの展開を述べる．

本稿では，これらの特性を用いてニュースの構成を抽出し，そ

の構成が部分的に異なる比較ニュースの検索質問生成が行える

ものと考えた．

2. 3 関 連 研 究

現在提供されているニュースサイトとして McKeownら [10]

の Newsblaster [13] や Radev ら [16] の NewsInEssence [14] や

GoogleNews があげられる．これらのニュースサイトは主と

して，そのトピックを簡潔に理解するための続報記事の集約・

要約を目的としており，本稿で提案するトピックを問わない，

比較可能なコンテンツの検索とは目的が異なる．

ニューストピックを俯瞰的に見る研究として渡邊ら [21]や井

手ら [6]，吉岡ら [22]の研究があげられる．これらの研究は，あ

るニュースを多面的に見るという点で本研究と類似している．

しかしながら，従来の研究は同一トピック内のニュースにとど

まっており，異トピックのニュースを用いてあるニュースを多

面的に見る本手法とは異なる．

ニュースの構成要素の抽出に関する研究として井手ら [7]や戸

田ら [20]の研究があげられる．井手らの手法はニュース映像の

オープンキャプションやクローズドキャプションよりニュース

の構成要素として 4W(Who,Where,When,What)に相当するキー

ワードの抽出を行うものである．戸田らの手法はニュースの構

成要素として固有表現に着目し，トピックごとに固有表現の種

類に対する重みを変化させることによりクラスタリングの精



度を向上させる手法である．本手法は，このような特定のキー

ワードに依存してニュースの構成を抽出するのではなく，複雑

な文法解析や辞書構築などを必要とはしない．

複数のコンテンツ間の関係を求める研究として，張ら [23]や

灘本ら [12]，北山ら [27]の研究があげられる．張らは，長期間

続いているトピックに対し，意味的に影響を与えたトピックを

求める手法を提案している．本手法は，時系列データのパター

ン解析により関係を抽出するのではなく，単一ニュースの構造

のみを用いて関係を求める点で異なる．灘本らや北山らは，コ

ンテンツの文書ベクトルの関係からコンテンツ間の関係を導

く手法を提案している．本手法は，ベクトル空間を用いずに，

キーワードベースで関係を導くという点で手法が異なる．

あるコンテンツから検索質問を生成する研究としてHenzinger

ら [5]や馬ら [26]の研究があげられる．Henzingerらはニュース

映像から自動的に質問を生成し，その内容に類似したWebペー

ジを検索する手法を提案している．馬らはテレビ番組から自動

的に，内容を幅広くカバーするための質問や掘り下げるための

質問など，数種類の質問を生成しテレビ番組の内容を補完でき

る Web ページを検索する手法を提案している．本研究は，内

容の補完や補足を行うのではなく，あるニュースを別のニュー

スと比較することで内容の理解を深めるということを目的とし

ている点で異なる．

3. コンテンツ構成順序を用いたキーワード抽出

3. 1 コンテンツ構成順序と比較ニュース

コンテンツ構成順序とは，一つのニュースコンテンツの構成

のされ方とその順序であり，メディアによってそれぞれ異なる

特徴を持つ．本手法では，ニュースコンテンツの内容構成を用

いて主体となっている対象を抽出し，内容順序を用いてニュー

スカテゴリの種類を抽出する．図 3 はコンテンツ構成順序の

模式図である．図中の個々のシーンが構成要素であり，シーン

の並びが構成順序である．また，本方式では，概要部分は扱わ

ない．

テキストニュースであれば，概要に対する詳細情報を述べ，

その後に補足情報が続くといった構成がされている．それに

対し，映像ニュースでは，撮影されている対象に対し，詳細も

補足もまとめて述べるという構成がされる．つまり，テキス

トニュースでは，ニュース全体を単位として，概要・詳細・補

足と展開し，映像ニュースでは，撮影対象を単位として，その

対象の詳細・補足と展開する．また，テキストニュースでは，

ニュースの理解に必要な順序で内容が述べられるのに対し，映

像ニュースでは，主として時系列に内容が展開するように内容

が述べられる傾向にある．

比較ニュースとは，あるニュースに対し対象に着目して比較

を行うことができるニュースや，種類に着目して比較を行うこ

とができるニュースのことであり，前者を対比ニュース，後者

を類比ニュースと呼ぶ．なお，続報のように連続的な事柄の前

後を提示して比較するといったものや，異なる報道局の同一

ニュースを提示して比較するということも考えられるが本研究

では扱わない．

安藤美紀選手の演技

浅田真央選手の演技浅田真央選手のコメント

世界選手権の代表の決定
ニュ
ース
の構
成

内容
の順
序

ニュースの概要

図 3 ニュース構成順序

比較可能なニュースコンテンツを検索する場合には，その

ニュースで述べられている対象とニュースの種類を抽出する必

要がある．ニュースの対象は名詞で表現されていることが多く，

ニュースの種類は特定の動詞に現れていると考えられる．例え

ば，「小泉首相が退任した」というようなニュースであれば，“小

泉首相”という対象と，“退任する”というカテゴリの種類を現

す表現が使われるようなニュースであると考えられる．また，

「田中知事が退任した」というニュースであれば，“田中知事”

が対象であり，“退任する”という表現が使われるニュースであ

るといえる．このようにニュースカテゴリの種類が同じであれ

ば同じ動詞が使われていると考えられる．また，一つのニュー

スは，対象として名詞，種類として動詞によって表すことが可

能であると考えられる．

3. 2 映像ニュースからのキーワード重要度算出

映像ニュースからの質問生成のためのキーワード重要度の算

出について説明する．まず対象を表すキーワード重要度の算出

について述べ，次に種類を表すキーワード重要度の算出につい

て述べる．映像ニュースにおいて，ニュースの対象を表すキー

ワードは，対象が撮影されているシーンに名詞として集中して

出現することが考えられる．例えば，「小泉首相が靖国参拝をし

た」というニュースであれば，いずれかのシーンにおいて，映

像中に小泉首相が出現し，その前後で “小泉首相”という名詞が

頻出することが考えられる．このような特徴から，映像ニュー

スの音声テキスト中の単語密度により対象を表すキーワードと

して名詞の重要度算出を行う．図 4左側に映像ニュースの対象

重要度算出を示した．名詞 aの重要度は以下の式により算出を

行う．

obj val =
n

dist(a1, an)
(1)

式中の an は n番目に出現する名詞 aであり，dist関数により

文距離を算出する．文距離は，何文離れているかを表す数であ

り，同一文中に出現する場合を 1とする．この式により，単語

の出現区間に何回出現するかという密度を算出し，この値が大

きいほどニュース中での対象として述べられている可能性が高

いものとする．

映像ニュースにおいて種類を表すキーワードは，今後の展開

を述べる映像の終端付近に動詞として出現しやすいと考えられ

る．映像ニュースの内容順序の特徴として，まず，時系列的に
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図 4 対象重要度算出

“何がおきた”という過去のことを述べ，“どのようになってい

る”という現在のことを述べ，最後に “今後どのようになる”と

いうことを述べる．つまり，終端がまとめにあたると考えられ，

まとめ部分での動作を示す動詞がニュースの種類を表すと考え

られる．このような特徴から，映像ニュースの音声テキスト中

の出現箇所により種類を表すキーワードとして動詞の重要度算

出を行う．図 5左側に映像ニュースの対象重要度算出を示した．

ある動詞の重要度は以下の式により算出する．

cat val =

S∑
i=1

(
i

S
× count(Vi)) (2)

式中の iは S 文中の i番目の文であることを表し，count関数

により，i番目の文に出現する動詞集合 V 中における重要度算

出対象の動詞の個数を算出する．この式により，映像ニュース

の音声テキストにおける文の位置による重要度を算出し，この

値が大きいほどニュースの種類を表すキーワードの可能性が高

いものとする．

3. 3 テキストニュースからのキーワード抽出

テキストニュースからの質問生成のためのキーワード重要度

の算出について説明する．まず対象を表すキーワード重要度の

算出について述べ，次に種類を表すキーワード重要度の算出に

ついて述べる．テキストニュースにおいて，ニュースの対象を

表すキーワードである名詞は，一箇所に集中して現れることは

無いと考えられる．例えば，「小泉首相が靖国参拝をした」とい

うニュースであれば，ある部分では，「小泉首相の靖国参拝」に

関しての詳細を述べ，ある部分ではその補足を述べる．という

ように，対象を表す名詞はニュース記事内でさまざまな箇所に

出現すると考えられる．このような特徴から，テキストニュー

ス記事中の単語分散度により対象を表すキーワードとして名詞

の重要度算出を行う．図 4右側にテキストニュースの対象重要

度算出を示した．名詞 aの重要度は以下の式により算出を行う．

obj val = min
(∑n

i=1
dist(s1, ai)

n
,

∑n

i=1
dist(s2, ai)

n
, ...,∑n

i=1
dist(sj , ai)

n
, ...,

∑n

i=1
dist(sm, ai)

n

)
(3)

式中の ai は i 番目に出現する名詞 a であり，sj はテキスト

ニュース内の j 番目の文である．dist関数により文距離を算出
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図 5 種類重要度算出

する．文距離は，何文離れているかを表す数であり，同一文中

に出現する場合を 1とする．min関数により，要素中の最小値

を抽出している．min関数を用いるのは，単語分散の期待値が

不明であるため，分散度が最も低くなる位置を最適な期待値と

して値を求めるためである．この式により，テキストニュース

中の単語の分散度合いを算出し，この値が大きいほどニュース

中での対象として述べられている可能性が高いものとする．

テキストニュースにおいて種類を表すキーワードである動詞

は，ニュースのまとめ部分を詳細に述べているテキストの開始

部分付近に出現しやすいと考えられる．テキストニュースの内

容順序の特徴として，ニュースの理解に重要なことから先に書

かれていると考えられる．つまり，始端がまとめにあたると考

えられ，まとめ部分での動作を示す動詞がニュースの種類を表

すと考えられる．このような特徴から，テキストニュースの記

事中の出現箇所により種類を表すキーワードとして動詞の重要

度算出を行う．図 5右側にテキストニュースの種類重要度算出

を示した．ある動詞の重要度は以下の式により算出する．

cat val =

S∑
i=1

(
S − i + 1

S
× count(Vi)) (4)

式中の i は S 文中の i 番目の文であることを表し，count 関

数により，i 番目の文に出現する動詞集合 V 中における重要

度算出対象の動詞の個数を算出する．この式により，テキスト

ニュースの記事中における文の位置による重要度を算出し，こ

の値が大きいほどニュースの種類を表すキーワードの可能性が

高いものとする．

4. 比較ニュース検索のための質問生成

4. 1 コンテンツ構成グラフの生成

質問の生成は，コンテンツ構成を表現するグラフを用いて行

うする．コンテンツ構成グラフとは，対象と種類の重要度を持

つキーワードからなる二項グラフであり，そのリンクは対象と

種類の対応関係を表す．コンテンツ構成グラフにより，ニュー

スが出現するキーワードによってどのように構成されているか

を表現することができる．

対応の決定はニュースのメディアによって異なり，映像ニュー

スでは，ある対象キーワードに対応する種類キーワードは，対
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図 7 比較質問生成

象キーワードの出現密度の高い範囲において出現すると考えら

れ，その範囲に出現する種類キーワードとリンクを形成する．

テキストニュースにおいては，同一パラグラフに出現する対象

キーワードと種類キーワードが対応すると考えられ，同一パラ

グラフにおける対象キーワードと種類キーワードでリンクを形

成する．図 6に映像ニュースの場合のコンテンツ構成グラフの

例を示した．図では，対象キーワード aに対して，その範囲内

に含まれる種類キーワード x，yが対応づけられる様子を示し

ている．また，コンテンツ構成グラフでは，左のキーワードか

ら重要度順に表示するものとする．

4. 2 対比質問生成

現在見ているニュースの対比ニュースを検索するために，

ニュース内のキーワードを用いて自動的に質問を生成する．対

比ニュースの検索は，現在見ているニュースに対し，ニュースで

述べられている対象は同じであるが，その種類が異なるニュー

スを抽出することによって行う．例えば，“小泉首相の国会答

弁”であれば，対比ニュースとして “小泉首相の応援演説”とい

うように，“小泉首相”という対象に関して，“応援演説”という

種類の異なるニュースを得ることで，普段から一貫した主張を

する人物なのかという確認を行うことができる．

対比質問の生成は以下の手順により行う．

1. ある対象とリンクしている種類は AND条件で接続する

• 対象重要度の高い対象と接続している種類重要度
の高い種類は接続の際に NOT条件とする

• 対象重要度の低い対象と接続している種類重要度
の低い種類は接続の際に NOT条件とする

2. 同じ対象と，接続している種類からなる質問の接続を

行う

• NOT条件ではない種類からなる質問を OR条件で

接続する

• NOT 条件の種類からなる質問を OR 条件で接続

する

3. 2.で生成された対象重要度が閾値以上の質問による検索

結果を OR条件で結合する

対比質問により，いくつかの対象に対して，それぞれの現在見

ているニュースとは異なる種類のニュースが検索結果として得

ることができる．対象重要度の閾値を調節することで，対比関

係の度合いを調節することができる．閾値を上げることで，対

比関係として絞り込むことが可能となる．対比質問の生成の様

子を図示したものが図 7の上部である．

4. 3 類比質問生成

現在見ているニュースの類比ニュースを検索するために，

ニュース内のキーワードを用いて自動的に質問を生成する．現

在見ているニュースに対し，ニュースで述べられている対象は

異なるが，その種類が同じニュースの検索を行う．例えば，“ラ

イブドアのニッポン放送買収”であれば，類比ニュースとして

“楽天の TBS買収”というように，“買収”という種類に関して，

“楽天”，“TBS”という種類の異なるニュースを得ることで，現

在見ているニュースにおける “買収” というものがどのような

位置づけであるのかを比較することができる．

類比質問の生成は以下の手順により行う．

1. ある種類とリンクしている対象は AND条件で接続する

• 種類重要度の高い種類と接続している対象重要度
の高い対象は接続の際に NOT条件とする

• 種類重要度の低い種類と接続している対象重要度
の低い対象は接続の際に NOT条件とする

2. 同じ種類と接続している対象からなる質問の接続を行う

• NOT条件ではない対象からなる質問を OR条件で

接続する

• NOT条件の対象からなる質問を AND条件で接続

する

3. 2.で生成された質問のうち種類重要度が同じ質問を OR

条件で接続する

4. 生成された種類重要度が閾値以上の質問を AND条件で

接続する

• 重要度が高い種類を含む質問を接続する
• 重要度が低い種類を含む質問は接続しない

類比質問により，現在見ているニュースの種類に対して，ニュー

スの対象が異なるニュースが検索結果として得ることができる．

種類重要度の閾値を調節することで，類比関係の度合いを調節

することができる．閾値を下げることで，類比関係として絞り

込むことが可能となる．類比質問の生成の様子を図示したもの

が図 7の下部である．

5. 評 価

5. 1 プロトタイプシステム

プロトタイプシステムは大きく分けて，ニュース構成順序解
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図 9 プロトタイプ画面

析部と質問生成部の 2つの部分からなる (図 8)．ニュース構成

順序解析部では，ニュースコンテンツが映像なのか，テキスト

なのかというメディア特性に基づき，対象・種類それぞれのキー

ワードの重要度を算出している．質問生成部では，キーワード

重要度と対象・種類の対応関係から指定された種類の検索質問

を生成し，ニュースアーカイブに対して検索を行っている．

図 9はプロトタイプシステムの画面イメージであり，手前に

表示したものが類比検索の例，他方は同じニュースで対比検索

をした時の例である．ユーザは画面左上の現在閲覧している

ニュースコンテンツに対し，知りたい比較ニュースの種類を左

下のボタンで選択するだけで，システムが自動的に検索を行い，

検索結果を画面右下のリストボックスに表示する．ユーザは，

検索結果を選択することで比較ニュースを得ることができる．

また，生成されたクエリを左下のボタン上のテキストボックス

に表示するため，どのような条件で検索された結果なのかを知

ることが可能である．現在見ているニュースサイトを切り替え

たい場合は，左側のリストボックスから選択することで自由に

ニュースサイト間を行き来することが可能である．

プロトタイプで用いたニュースアーカイブは，FNN-

NEWS.COM，TBS NEWS i の 2 種類の映像ニュースサイト，

表 2 キーワード重要度算出の結果

適合率

対象 種類

テキスト 0.53 0.56

映像 0.68 0.27

Sankei Web，MSN Mainichi Interactiveの 2種類のテキストニュー

スサイトを 1年 6ヶ月アーカイブしたものであり，ネットワー

ク上に配置している．ニュースアーカイブ内の検索は Interstage

Shunsaku Data Manager [8]を用い，構成順序解析部，質問生成部

はともに Visual Studio 2005の C#により作成した．ニュースコ

ンテンツからの単語抽出には SlothLib [18]を用いた茶筌 [2], [9]

による形態素解析を用い抽出した．

5. 2 キーワード重要度算出の精度

本手法のニュース構成順序に基づくキーワード重要度の判定

を評価するために実験を行う．あるニュースに対して被験者が

対象・種類に相当するキーワードの判定を行い，そのキーワー

ドを解とした適合率で評価を行う．実験に用いたニュースを表 1

に示す．実験に参加した被験者は 5人である．ニュースは，同

日に対応するサイトで同様の内容で報道されたニュースという

基準で取得して用いた．

被験者は，ニュースのタイトルおよび概要の部分を知らされ

ずに，内容のみを見て解答した．同日かつ同トピックの他メディ

アのニュースとセットにして評価をしているのは，メディアに

よる差異を明らかにするためである．表中の Vは映像ニュース

であることを示し，Tはテキストニュースであることを示して

いる．

実験の手順は以下の通りである．

1. ニュースコンテンツより，提案手法を用いて対象・種類

の重要度付けを行う

2. 被験者がニュースコンテンツを閲覧し，何を対象に評価

を述べているかを判定し，キーワード 3語を選択する

3. 同様に，ニュースの種類を特徴付けている一文を選択し，

その文中の動詞を抽出する

4. システムの算出したキーワードに関して重要度上位

40%を抽出し，被験者の選択したキーワードと一致する

割合により適合率を算出する

評価実験の結果を表 2にまとめた．また，個々のニュースに

おける適合率は表 1に併記した．以下に考察を行う．

• 映像における種類適合率が低い結果となっている．これ
は，映像ニュースの構成のされ方が映像ニュース自身の

長さに左右され，短いニュースでは本研究の仮説と異な

る構成順序となっているためであると考えられる．ニュー

スの構成のされ方により，被験者の選択した正解が前半

に出現する文のキーワードであることも多く，ニュース

の長さによって抽出方法を変更するといった対処が考え

られる．

• 双方のメディアの対象重要度の精度がおおむね同程度と
いう結果となった．これは，メディアの特性を考慮した



表 1 キーワード重要度算出の実験データ
適合率

タイトル 対象 種類

V がんに効くとされる「アガリクス」含む健康食品から発がん促す作用検出　販売中止決定 2006/2/14 0.50 0.60

T アガリクス製品を販売中止　「発がん促進する疑い」 2006/2/14 0.50 0.57

V 元スパイ殺害　英大使館から放射性物質痕跡 2006/12/7 0.60 0.50

T リトビネンコ元中佐の不審死，殺人と断定…英警察 2006/12/7 0.60 1.00

V 大阪市姉妹殺害強盗放火事件　山地悠紀夫被告に死刑判決 2006/12/13 0.67 0.09

T 大阪の姉妹刺殺，放火の男に死刑「冷酷で非道，反省なし」 2006/12/13 1.00 0.38

V 交通違反の逃走車に警官が発砲 2006/12/10 0.67 0.75

T パトカーに車ぶつけ逃走図る，警官発砲し逮捕…北九州 2006/12/10 0.80 0.43

V ロシア元スパイ不審死事件　ロンドン警視庁，殺人事件と断定し捜査との声明 2006/12/7 0.40 0.33

T 在露英大使館からも放射性物質　英警察は殺人で捜査中 2006/12/7 0.50 0.50

V 謝罪の言葉なし…姉妹殺害で山地被告に死刑判決 2006/12/13 0.83 0.38

T 大阪・浪速の姉妹殺害，被告に死刑判決　大阪地裁 2006/12/13 0.17 0.00

V 世田谷一家 4 人殺害事件からまもなく 6 年　警視庁，追悼集会を開き情報提供を呼びかけ 2006/12/10 0.60 0.00

T 「4 人は宝」と遺族訴え　世田谷一家殺害で追悼集会 2006/12/10 0.33 0.67

V ライブドア事件　東京地検特捜部，堀江貴文前社長らを証券取引法違反の罪で起訴 2006/2/14 0.80 0.20

T きょう堀江容疑者ら起訴　粉飾決算容疑で再逮捕へ 2006/2/14 0.50 0.45

V 自民党　造反組復党で公認調整は先送りの方針 2006/12/5 1.00 0.14

T 刺客 6 人，中川幹事長から経緯説明「少しほっと」 2006/12/5 0.67 1.00

V 大阪市西成区の 40 平方メートルの建物に 3300 人もの住民登録大半が架空登録か 2006/12/7 0.75 0.17

T 西成 5 階建てビルに 3300 人住民登録給付金目的か 2006/12/7 0.67 0.33

V 「アース製薬」未公開株が流出　株販売の名古屋市内の無登録業者などを家宅捜索 2006/2/14 0.75 0.38

T アース製薬未公開株を違法販売　無登録業者を家宅捜索 2006/2/14 0.80 1.00

V 貧困対策の経済学者ユヌス氏にノーベル平和賞を授与 2006/12/10 0.20 0.53

T ユヌス氏「貧困は平和への脅威」ノーベル平和賞授賞式 2006/12/10 0.50 0.00

V 都知事主催イベント製作の四男旅費を都負担と共産党 2006/12/6 0.50 0.00

T 契約書類に「知事四男」の文字なし　ダボス公費渡航 2006/12/6 0.33 0.54

V 大阪の姉妹殺害事件で被告に死刑判決 2006/12/13 0.50 0.10

T 大阪姉妹殺害　山地被告に死刑判決　大阪地裁 2006/12/13 0.33 0.50

算出手法が，同じ尺度で重要度計算を行えているためで

あるといえる．異メディアを対等に検索するためのキー

ワード重要度判定手法として用いることができる可能性

があると考えられる．

• 本手法では，「事件」や「事故」などの一般的なキーワー
ドも重要度が高くなる場合がある．例えば，「世田谷一

家 4人殺害事件の追悼集会」のニュースなどで，それら

の重要度が高くなっていた．このような場合では，「ある

事件から一定期間が経過した」ような比較ニュースを検

索するためのキーワードとしては適切な重要度付けを行

えているといえる．被験者の判定でも，このニュースに

おいて対象として「事件」というキーワードを選択した

ケースがあった．

これらのことより，ニュースのメディアの構成順序に基づく

キーワードの重要度付け手法により，各メディアともに適切な

尺度でキーワード重要度を算出できる可能性があるといえる．

しかしながら，精度として十分であるとはいえず，アルゴリズ

ムの改良や，他の手法との比較実験などが今後の課題といえる．

5. 3 比較ニュース検索の精度

提案手法のコンテンツ構成順序を用いた質問生成の検索結果

に関する評価実験を行う．実験データごとに，データセットと

して 180件程度の記事を用いた．（注2）この実験用データセット

には，テキストニュースも映像ニュースも含まれている．

（注2）：180 件としたのは，18ヶ月のデータに対し，1 月に 8 記事ずつサンプリ

ングを行ったものに，実験のために 40 記事程度正解の候補を入れたためである．

表 4 比較ニュース検索の結果

ニュース番号 対比質問 類比質問

適合率 再現率 F 値 適合率 再現率 F 値

テキスト 0.50 0.25 0.33 0.80 0.33 0.47

1 映像 1.00 0.25 0.40 0.64 0.39 0.49

All 0.67 0.25 0.37 0.68 0.37 0.48

テキスト 0.00 0.00 0.00 0.43 0.33 0.38

2 映像 0.00 0.00 0.00 0.44 0.71 0.54

All 0.00 0.00 0.00 0.43 0.57 0.49

テキスト 0.00 0.00 0.00 0.50 0.25 0.33

3 映像 0.33 0.40 0.36 0.00 0.00 0.00

All 0.22 0.18 0.20 0.27 0.14 0.19

テキスト 0.29 0.40 0.33 0.05 0.33 0.08

4 映像 0.17 0.50 0.25 0.33 0.27 0.30

All 0.20 0.43 0.27 0.13 0.29 0.18

表 3に実験に用いたタイトル，メディア，生成された質問を

記載した．実験データは，人手で見て適切にキーワード重要度

付けが行えていると判断できたものを映像とテキストで同数用

いた．データセット中より，各検索質問の種類ごとに，被験者

が正解を抽出した．実験は，質問を生成したニュース記事と検

索質問の種類のみを提示した状態で，データセット中の記事を

一つずつ閲覧して行った．被験者の人数は 3人 1組で行い，2

人以上の被験者が正解とみなした記事を正解の記事とした．こ

の実験の評価は，データセット中の正解に対する適合率，再現

率，F値で行った．実験の手順を以下に示す．

1. システムが対比質問，類比質問を生成する



表 3 比較ニュース検索の実験データ
ニュース番号 タイトル，比較質問

1 映像 米大統領、訪欧中の安倍首相と電話会談 2007/01/11

対比質問 (イラク ∧ (行う ∨示す ∨表明)∧ ¬ (向ける ∨説明 ∨上げる ∨進める ∨取り組む ∨期待))

類比質問 ((向け ∧ (日本 ∨支援 ∨安倍 ∨総理)∧ ¬イラク)

∨ (説明 ∧ (日本 ∨支援 ∨安倍 ∨総理)∧ ¬イラク))

2 映像 トリノ五輪　環境への影響を考慮した水素バスが運行開始 2006/02/14

対比質問 (エンジン ∧ (伝わる ∨感じる ∨起こす ∨登場 ∨かける ∨駆動)∧ ¬開発)

類比質問 ((使う ∧ (スクーター ∨水素 ∨オリンピック ∨環境 ∨トリノ)

∪ (開発 ∧ (スクーター ∨水素 ∨路線 ∨オリンピック ∨環境 ∨交通 ∨公社 ∨トリノ)∧ ¬(エンジン ∧バス))

3 テキスト 楽天・ＴＢＳ問題：「来月中に方向性」　村上Ｆとは「接触なし」－－ＴＢＳ 2005/10/18

対比質問 (株 ∧ (浮上 ∨受け ∨語る ∨率い ∨買う ∨増す)∧ ¬ (保有 ∨入る ∨信託 ∨延長 ∨でき))

∪ (ＴＢＳ ∧ (浮上 ∨受け ∨語る ∨率い ∨買う ∨増す)∧ ¬ (保有 ∨入る ∨信託 ∨延長 ∨でき))

類比質問 ((保有 ∧ (交渉 ∨村上 ∨期限 ∨楽天)∧ ¬ (株 ∧ＴＢＳ)))

4 テキスト 阪神大震災：被災地に１２回目の祈りの朝 2007/01/17

対比質問 (世代 ∧ (つづ ∨通じ ∨死ぬ ∨伝え ∨触れ ∨亡く ∨送る ∨傷つ ∨考え)∧ ¬ (亡くす ∨ある ∨でき))

∪ (作文 ∧ (励ま ∨読み ∨書き ∨つづ ∨通じ ∨伝え ∨楽し ∨締め ∨生か ∨きる)∧ ¬ (亡くす ∨ある ∨ささげる ∨報告 ∨務める ∨成長))

類比質問 ((亡く ∧ (交流 ∨親 ∨震災 ∨災害 ∨精道 ∨謙)∧ ¬ (世代 ∧作文)))

2. ニュースアーカイブより，生成した質問を用いて検索結

果を得る

3. 検索結果を正解集合により評価する

• テキストニュースのみに対する評価
• 映像ニュースのみに対する評価
• すべてのメディアを用いたときの評価

実験結果を表 4に示す．結果を以下にまとめた．

• ニュース番号 2の対比質問では，生成した検索質問では

解が得られなかった．これは，“エンジン” というキー

ワードに対して，“開発”という非常に共起しやすいキー

ワードが NOT条件となったためである．また，被験者

の作成した正解の数も非常に少なく，対比関係の検索結

果として，解が無いことは正しい結果であるとも考えら

れる．

• 映像ニュースから生成した質問のほうが，テキストニュー
スから生成した質問より精度が高い結果となった．これ

は，テキストと映像という異メディアを対等に扱えてい

ないことを示していると考えられ，アルゴリズムの改良

を行う必要がある．

• F値が，対比質問と類比質問で同等の値となった．つま

り，対比と類比という異なる種類の質問を同精度で生成

できていると考えられる．

質問生成は，キーワード重要度算出の結果に強く依存する．つ

まり，キーワードを誤判定している場合に結果が大きく変化

する．そのため，個々のキーワード重要度のみではなく，キー

ワード間の関係を考慮した検索質問方式へ改良する必要がある．

例えば，ニュース番号 1であれば，“安倍”と “ブッシュ”を対

等なキーワードとして扱い，これらのキーワードに基づいた比

較可能なコンテンツの検索を行うという具合である．さらに，

従来手法との比較や，大規模なデータを用いての実験も今後の

課題としてあげられる．

6. ま と め

本稿ではニュース構成順序を用いた重要度付きコンテンツ構

成グラフを定義し，そのグラフに基づいた比較コンテンツ検索

のための質問生成の提案を行った．予備実験として映像ニュー

スとテキストニュースの構成の違いを確認した．評価実験とし

て，コンテンツ構成グラフ生成の際のキーワードの重要度付け

の妥当性を評価し，比較ニュースの検索精度を評価した．いず

れも，小規模な範囲での実験にとどまっており，定量的な評価

を行う必要がある．また，検索質問の生成アルゴリズムの改良

と評価実験を行う必要がある．提案手法自体が，単一のニュー

ス記事からの静的な質問生成となっている．そこで，ユーザの

視聴コンテクストなどを用いて，動的に質問生成を行うことも

考えられる．今後の課題としては，以下のことがあげられる．

• 大規模なニュースデータを用いた検索精度の評価実験
• 他のキーワード重要度算出手法との比較実験
• ユーザの視聴コンテクストを考慮したキーワード抽出
• キーワード間の関係に基づいた検索質問の生成
• 比較可能な提示インタフェースについての検討
• 対比・類比以外の比較関係についての検討
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